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[自主研究]

光化学オキシダントによる植物被害の軽減手法に関する検討

三輪誠 王効挙 米倉哲志 金澤光

１ 目的

埼玉県では、夏季の光化学オキシダント濃度が著しく高

く、その主成分であるオゾンによる植物被害が顕在化してい

る。本県の主要農作物のひとつであるホウレンソウでは、春

から初夏に生じる比較的高い濃度のオゾンの影響により葉

に可視被害が発現し、それが原因で出荷不能になる事例が

報告されている。このように、ホウレンソウなどの葉物野菜で

は、オゾンの被害が直接葉に現れるため、農業者にとって、

経済的に極めて深刻な問題となっている。そのため、埼玉県

では、オゾンによる作物被害を軽減するための品種や手法

を検討し、早急に提案することが求められている。

平成23年度は、ホウレンソウにオゾンを人工的に暴露し、

可視被害の発現程度に基づいて、品種間におけるオゾン感

受性の差異を評価するとともに、その成因を検討した。なお、
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当と共同で実施した。

２ 方法

植物材料として、黒ボク土を詰めたプランターで育成した

ホウレンソウ（24品種：スライダーセブン、早生スイング、改良

パニック、次郎丸(角種)、新日本(角種)、日本(角種)、日本ほ

うれん草(角種)、サマンサ、豊葉(角種)、アクティブ、ヴィジョ

ン、ミラージュ、トラッド７、デュエル、スパイダー、バザール・

フォー、パスワード７、スクープ、スーパーアリーナ７、サプラ

イズ７、メガセブン、ハンター、クローネ、リピート）を用いた。

プランター当たり６品種が入るように品種毎に播種し、各品

種６個体を自然光型温室内で育成した。本葉が10枚程度に

なった段階で、温室から人工光型環境制御ガス暴露チャン

バー内にプランターを移設し、チャンバー内の環境に数日

間順応させた後、オゾン暴露を実施した。

オゾン暴露は、人工光型環境制御ガス暴露チャンバー内

のライト点灯時に、120ppbに調整したオゾンを、１日あたり５

時間、３日間にわたって実施した。なお、対照区として、オゾ

ンを暴露しない処理区を設定した。オゾン暴露が終了した翌

々日に、各品種の個体毎に、全葉数と可視被害が発現した

葉の数を調査するとともに、これらのデータに基づいて被害

度を算出した1)。

また、各品種の対照区の個体から葉齢が同程度の葉を5

枚選抜し、1mm2内の気孔の数（気孔密度）を測定した。

３ 結果

本研究では、ホウレンソウを育成する時期をかえて、３回の

繰り返し試験を実施した。これらの３回の試験から得た被害

度の平均値より、次郎丸(角種)、新日本(角種)、日本ほうれ

ん草(角種)、日本(角種)、豊葉(角種)といった品種はオゾン

に対して感受性が高く、パスワード７、クローネ、ミラージュ、

ヴィジョンといった品種はオゾンに対して感受性が低いことが

わかった（図１）。また、各品種における被害度と気孔密度と

の相関関係を調べた結果、高い正の相関が認められた(図

２)。このことから、品種によって葉の気孔密度が異なり、気孔

密度の高い品種ほど、オゾンに対する感受性が高く、葉に被

害が発現されやすいと考えられた。

４ 今後の研究方向

本県の主要農作物のひとつである葉物野菜コマツナにつ

いても、ホウレンソウと同様に、品種間におけるオゾン感受性

の差異を評価する。また、ホウレンソウについては、施肥量調

整によるオゾン被害の軽減について検討する。
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